
　JA多気郡の助け合い組織にじの会は大台町社会福祉協議会と連携し、大台町管内の高齢者クラブ男性会員を対
象とした、初めての交流味噌造りを開催しました。同クラブや奥伊勢地区にじの会メンバー、社会福祉協議会の社会福
祉士とJA生活指導員の20人が参加。
　今回は、JA側から大豆を使った味噌造りを提案し、同社会福祉協議会が参加者を募集して実現しました。参加者
は、味噌造り初体験。「思ったより簡単に出来たが、管理が難しそう。美味しい味噌になるのが楽しみ」と笑顔で話され
ました。「男性は力があるので、麹と大豆を混ぜるのも早く仕上がった。来年は、奥さんが味噌造りに参加する際に、是
非一緒に参加して力仕事を手伝ってください」と吉田みやこ生活指導員が話し、笑顔が溢れ大変好評となりました。

　食農教育とは、食事の多彩な役割の重要性を伝えていく「食育」に
加えて、食を支えている「農業に関しての知識や体験」などを含む教
育のことを指します。
　JAグループが取り組む食農教育は、食べる、という人間にとって大
事な行為そのものだけでなく、その背景にある動物や植物の「いの
ち」も感じていただき、子供はもちろん大人にも、日本の豊かな自然
や四季の尊さ、農業の果たす役割をお伝えし、「食」と「農」との目には
見えない強い繋がりを学んでもらうことに大きな特徴があります。
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